





































TOEIC に注目してみる。TOEIC は世界 90 カ国で実施されており年間の受験者数は約 500 万人である。２）




















たのである。「読む」技能では E メール (90.8% )、ビジネスレター (61.0% )、報告書 (52.6% )、ファック
ス (45.4% )、仕様書 (44.5% ) であり、「書く」技能では E メール (90.7% )、ビジネスレター (47.0% )、報
告書 (41.2% )、ファックス (37.6% )、企画書 (21.3% ) となっている。
二
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「実際のスコア」は TOEIC 受験者のスコアを示す。A は回答者の上位 21.2％が 850 点以上であったこ
とを示し、以下 B は A を含み、C は A と B を含んだ累積パーセントである。また、「必要と思うスコア」
はビジネスパースンが体験を通して国際ビジネスに従事し円滑に英語によるコミュニケーションを図るた
めに必要と考える TOEIC スコアである。
990 点満点の TOEIC で 900 点以上の英語力が国際ビジネスには必要と考えるビジネスパースンが
25％を超えているが、実際のスコアは 850 点以上ですら 25%にとどいていない。また、90％前後が必要











































inquire、to inform、to negotiate、to persuade、to entertain という５つに分類される。国際交渉にお
















（1）[f] → [p]、 [th] → [s]
I’m fine, thank you. → I’m pine, sank you.




Stop now → stom now    a bad news → a ban news
（3） [n] が [l] や [r] の前では [l] に変わる。
Only → olly  Henry → Helly
（4）語末の [k] や [t] が母音に挟まれる有声音になる。
Black ink → blag ing  I get up at six. → I ged up at six.
文法に関しては韓国語では日本語の「の」にあたる所有格助詞が省略されることが多いことが英語にも
干渉し、his name が he name となることがある。また、日本語と同様に韓国語では通常、否定疑問に
対する応答は質問相手の判断の正否を示す。これは日本人学生も相当な学習歴を経ていても混乱している。
会話への応答を Yes / No だけで済まし後は相手の察しに期待することはコミュニケーションに齟齬をき
たすことになる。
Don’t you speak English?　No, I speak English ×






(1) Do you play flute?    [the flute]　 冠詞の脱落
(2) I visited many place.  [places]　  名詞の単複の混同
(3) I have a girlfriend and he --   [she]   中国語では 3 人称の「彼」も「彼女」も同じく「他」で
表すことから生じる性の混同。



















He is all thumbs. という表現は「すべて親指」であり「彼はまったく不器用だ」という意味であるこ
とは正しい英語として理解しようとする。これは英語母語話者で使用される表現であるからである。それ






(1)He will lose face if he fails with the project. 面目を失う








世界の英語使用者はネイティヴスピーカー、公用語または第二言語としての英語（ESL=English as a 
Second Language）スピーカー、そして国際コミュニケーションの手段としての英語（EIL=English as 











































期待してのネイティヴ講師の投入であるはず。1987 年に開始した JET プログラムと呼ばれる「語学指導
等を行う外国青年招待事業（The Japan Exchange and Teaching Program）」により日本の中学校や高













































































は約 17 億人といわれている。Standard English に対し World Englishes が提唱されている。Japanese 
English といえば「外国では通用しない日本人の思考や文化を反映させた誤った英語」の意味で使用され
てきた。そんな間違いをしないように Standard English を追い求めてきたのである。しかし English は













１）小池生夫『企業が求める英語力調査報告書』平成 16 年度〜 19 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ａ））
より。
２）http://www.toeic.or.jp/toeic/about/what/#a　TOEIC テストについて
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